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　本 研 究は 、HLW 地 層処 分 地 選 定 を題 材 と した 社会的合意形成の 授業モ デ ル の 開発 を 目的 と して い る。イ ギ リス の

デ ジ タル コ ン テ ン ツ を 冖本 型 モ デル に つ く りか え、中学校の 選 択 「情報 亅 の 授 業 で 実践 を行 っ た tt デ ィ
ベ ー

トや プ

レ ゼ ン テ ーシ ョ ン を通 し て 、様 々 な利 害 関 係 者 の 立場 で 放 射性廃棄物悶題 に つ い て 考 え、意 思 決 定 を し、合 意 形 成

を 日指す授業で あ る。
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1．中学校指導要領 との 関わ り

　平成 20 年 の 中学校学習指導要領 の 改訂に よ

り、エ ネル ギー ・環境に 関わ る内容 が 拡充 され

る こ とに な っ た 。 第 1 分野 の 内容（7）科学技術

と人 間 で は、「エ ネル ギー資源 の 利用 や 科学技

術 の 発展 と人間生活 との かか わ りに つ い て ．1 認

識 を深 め るだけ で は なく、科学的に考察 し判断

す る態度が求め られて い る。

2．イ ギ リ ス の 放射性廃棄物に 関す る デ ジ タ ル

コ ン テ ン ツ に つ い て

　 イ ギ リ ス の London 　 Grid　 for　 l、earning

（LGFL 社）は放射性廃棄物 の 地 層処 分を題材 と

し た RADwaste 　project とい うデジ タル コ ン テ

ン ツ を開発 した。 こ の コ ン テ ン ツ は放射性 廃棄

物 問題 を科学的視 点や 倫理 的観 点な ど幅広 い

視点か ら捉 え て い る。実際の ニ ュ
ー

ス の 映像や

CORWN と い う研究者
』
の 政 府 へ の 諮問機 関 の

ビデオ 、そ して 「放射性 廃棄物問題 に 関す る 授

業」 の レ ッ ス ン プ ラ ン もあ り、充実 した 内容に

な っ て い 70 ，，本研 究 で は、こ の レ ッ ス ン フ フ ン

を基 に 実 践研 究を行 っ た。

3．RADwaste 　project の 授 業内容

　　「放射性廃棄物に 関す る授業」 は 8 つ の レ ッ

ス ン プ ラ ン で構成 され て い る。 レ ッ ス ン 1 で は

エ ネル ギ
ー

資源 問題 と放射性 廃棄物 問題 の 現

状に つ い て 、レ ッ ス ン 2 で は放射性廃棄物 の 処

分方法に っ い て 、レ ッ ス ン 3 で は こ の 「昌題 に関

す る倫理 観や 偏見に つ い て 、
レ ッ ス ン 4 で は t

地 の 選定条件 に つ い て 、レ ッ ス ン 5 で は利害関

係者 に つ い て 、レ ッ ス ン 6 で はそ の 利害 関係者

を役 とし たデ ィベ ー
トに つ い て 学び 、レ ッ ス ン

7 で はデ ィ ベ ー
トの 実践 、 レ ソ ス ン 8 は振 り返

りとい う構成で ある。

4 ．方法

　今回 の 実践で は授業時間が 4 時 間分 しか確保

で きず、メイ ン で あ るデ ィ
ベ ー

トを中心 に 行 っ

た 。 対象は 中学校 の 選択授業 「情報」 の 生徒 2

年 生 10 名、3 年生 40 名 の 計 50 名 で ある実践

践 内容 の 1 時間 目は生 徒を放射性廃棄物対策委

員 と し、処 分方法に っ い て 考え させ た、2 時間

［1はデ ィベ ー
トに向 け て

、 デ ィ
ベ ー トの 方法や

利害関係者 に つ い て 、地層処 分 の 方法や現 状な

どを説 明 し、デ ィベ ー
トの 役 を決 め

、
ス ピーチ

の 準備 を させ た 。 3 時間 R はデ ィ ベ ー トの 準備

にあ て 、4 時間 目はデ ィ ベ ー トを行 っ た 。

5．結果 と考察

　原子 力や放射 線に 関す る既 存 の 知識 が 少な

い 中で 、生徒は イ ン タ ーネ ッ トを活 用 し
、 情報

を集 め 、地層処分に つ い て積極的に学習 し て い

た。デ ィベ ー
トとい う方法や題材 の 放射性廃棄

物 闘 題 は 中学生 で も充分 に 理 解で き る範 囲だ

と感 じ た。デ ィ ベ ー
トで は 、「自分 の 考 え とは

ちが う者 の 考え を知 り、人 々 の 考 えを知 りっ く

す こ とは大切な の か も しれ な い 」
「「人 に任せ れ

ば い い 1 と い う考え は納得が で き な い 」 「自分

が よ けれ ば い い 、とい う考えで は い けない と思

っ た 」 な どの 感想を得る こ とが で き、
一
つ の 問

題 を様 々 な立場か ら考えた うえで 、合意形成 を

試み る こ の 授 業 の 流れ が 有効 で あ っ た と考え

られ る tt しか し、「準備時間が少 なか っ た 」 と

い う意見が 多か っ た。デ ィ
ベ ー

トの 内容や生徒

の 理解 を よ り深 め るた め に は 、今 回の 実践 よ り

多 く の 授業時間 の 確保が 必要 だ と考える。
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